
解析学 II　　前回の解答例　 2017.11.28分

１．次で与えられる領域を簡単に図示せよ。

　　 (1) D1 = {0 ≦ x+ 2y ≦ 6, 0 ≦ x, 0 ≦ y}　　 (2) D2 = {x2 + y2 ≦ 16, x+ y ≦ 0}

　　 　　

２．次の重責分の積分領域を図示し、計算せよ。

　　
∫∫

0 ≦ x ≦ 4
−2 ≦ y ≦ 1

(6xy − 2xy3) dxdy　　　　（領域の図示は省略）

　 x → yの順に積分する場合、先に yを固定して xの動ける範囲を考える。yが−2 ≦ y ≦ 1

のどこで固定しても xの動ける範囲は 0 ≦ x ≦ 4であるから、先に xについて積分し、その結
果を yで積分すればよい。つまり積分の計算は次のとおり

　　
∫∫

0 ≦ x ≦ 4
−2 ≦ y ≦ 1

(6xy − 2xy3) dxdy =

∫ 1

−2

{∫ 4

0

(6xy − 2xy3)dx

}
dy =

∫ 1

−2

[
3x2y − x2y3

]x=4

x=0
dy

　　　 =

∫ 1

−2

(
48y − 16y3

)
dy =

[
24y2 − 4y4

]y=1

y=−2

　　　 = (24− 4)− (96− 64) = 20− 32 = −12

同様に y → xの順に積分する場合、次のように積分の計算をすればよい。

　　
∫∫

0 ≦ x ≦ 4
−2 ≦ y ≦ 1

(6xy − 2xy3) dxdy =

∫ 4

0

{∫ 1

−2

(6xy − 2xy3)dy

}
dx =

∫ 4

0

[
3xy2 − 1

2
xy4

]y=1

y=−2
dx

　　　 =

∫ 4

0

{(
3x− 1

2
x

)
− (12x− 8x)

}
dx =

∫ 4

0

(
−3

2
x

)
dx

　　　 =

[
−3

4
x2

]x=4

x=0

= −12

どの順で計算しても計算結果は−12と同じ結果である。

　資料置場

　　　　 https://www.gen.kanagawa-it.ac.jp/takeda/class/
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・重積分の計算２（領域が三角形・台形の場合）

　・次の重積分の積分領域を図示し、計算せよ。

　　 (1)

∫∫
0 ≦ 2x+ y ≦ 2

0 ≦ x
0 ≦ y

(2x+ 3y2) dxdy 　　 (2)

∫∫
0 ≦ x+ y ≦ 3

0 ≦ x
0 ≦ y ≦ 1

(6x− 3y2) dxdy
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